
【所轄地区:粕壁地区】 

粕壁地区公民館・粕壁南公民館 

◇運営の基本方針 

  生涯学習の視点から、地域における学習意欲を醸成するため、各世代を対象とした 

 学習機会の提供を行い、豊かな人間性を養い、もってより良い地域づくりを進める。 

◇重点施策 

 １ 各層、各期の学習ニーズを取り上げ、それに対応する事業を実施するとともに 

  参加者の自主的な活動を推進する。 

 ２ 人々の集うスポーツ大会を実施し、地域の連帯感と親睦を深める。 

 ３ 幼児期において、家庭の教育力の活性化を促す事業を推進する。 

 ４ 青少年の健全育成のための事業を推進する。 

◇重点事業 

 １ 「かすかべカフェ」「コミセン茶屋」 

 ２ 粕壁地区体育祭 

 ３ 「粕南フェス」（公民館まつり） 

 ４ 幼児家庭教育学級 

 ５ 音楽鑑賞会 
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                                （社会教育主事）
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事 業 名
テ ー マ

定員 ４０人

ね ら い

女

回 数 総時間数 合計

5月11日（水） 10：00～11：15 実習 728 825

～

3月22日（水）

介護保険課職員

講義 25 25

16 17

４２回 53時間30分 769 867

企画運営
上の工夫

成  果
参加者の
声など

課題と展望

準備運動
（そらまめ体操）
春日部えんJOYトレーニング

8月31日（水）、9月7日
（水）のみ、えんJOYト
レーニング終了後
11:20～11:50
「医療公開講座」を実施

春日部中央総合病院

第１地域包括支援センターと共催することで、専門的な指
導・助言を仰ぎながら様々な関係団体との連携を図り、健
康に関する学習講座の実施なども継続していく。
また、継続して多数の参加者を得ているが、サークル化や
指導者（サポーター）へのレベルアップの促進等をしなく
てはならない。

サポーターのみなさん

令和４年５月に事業を再開してから、継続して実施することができた。（新型コロナウ
イルス感染拡大の影響により、令和２年度途中から開催できない状況が続き、令和３年
１２月に再開、またも令和４年１月途中から中止を経て令和４年５月から再開となった
もの。）事業再開に際しては、令和３年度の参加者に継続の意向を確認したうえで実施
した。また、令和４年８月に『公民館だより』を介して新規参加者の募集を行った。ま
た、外部講師を招き、健康に関する学習講座を実施した。

合計

SDGsの目
標No

毎週実施の
事業

4・11

厚生労働省によると、平均寿命は令和元年で男性81.41歳、女性87.45歳、一方で健康寿
命は男性72.68歳、女性75.38歳となっており、健康寿命と平均寿命に差があることがわ
かる。平均寿命延伸に伴い健康寿命との差が拡大すれば、医療費や介護給付費の多くを
消費する期間が増大する。身近な公民館での継続した健康体操への参加により疾病予防
と健康増進、介護予防などによって、平均寿命と健康寿命の差を短縮することができれ
ば、社会保障負担の軽減も期待できる。運営に際しては介護保険課が主催する所定の
「サポーター養成講座」を修了した方に指導的な立場を担う「サポーター」として活躍
いただき、主体的に取り組んでもらった。

えんJOYトレーニング

98

第１地域包括支援センター職員

0

1

97

講師・助言者の職名

男
合計 氏 名

実施まで
の 経 過

4月20日(水)
6月29日(水)

再開に向けた打合せ
医療公開講座実施に向け
た打合せ

ＰＲ方法 令和３年度の参加者に直接連絡

受付方法
年度途中に新参加者を募集
公民館だより８月号掲載

内 容 方法

参加者
月日（曜） 時 間

教養講座「健康をかんがえる」 対 象 一般

粕壁地区　１

健康意識を高めることで、春日部市における健康寿命の延伸を図る。併せて、継続的な
講座の実施により健康をきっかけにした地域リーダーの育成を図るもの。

協力機関
及び団体

共催：第１地域包括支援センター
協力：介護保険課

特　　色

会 場 中央公民館　講堂ほか
教　　材

教材は、講師・スタッフで準備
資 料 等

位置づけ



事 業 名
テ ー マ

定員 各回
15～30名

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGsの
目標No 4・11

会 場

女
回 数 総時間数 合計

 4月14日(木) 13：30～15：30 文字を美しく書こう 講義 6 10
 5月19日(木) 10：00～12：00 家の片付けの始め方① 講義 10 11
 6月16日(木) 10：00～12：00 家の片付けの始め方② 講義 13 13
 7月30日(土) 13：30～15：30 ほんやく・おんがく３ 講義 105 150

 8月 5日(金) 13：30～15：30 愛犬と子どものために
パパとママができること

講義 8 14

 9月 9日(金) 13：30～16：00 避難所運営をかんがえる
（HUG体験）

実習 3 8

10月13日(木) 13：30～15：30 知ることが最大の防御！
最新ネット詐欺の手口と身
を守る心得

講義 14 21

10月25日(火) ①13：30～14:30
②15：30～16:30

高齢者向けスマホ教室 講義 11 16

11月10日(木) 13：30～15：30 はじめての絵手紙2022
～年賀状をもっと素敵に～

実習 6 6

12月 8日(木) 13：30～15：30 足もみでセルフケア～毎日
を健やかに～

実習 7 8

 1月12日(木) 13：30～14：15 血圧でわかる！動脈硬化の
検査について

講義 21 28

 2月 9日(木) 13：30～15：30 粕壁地区の歴史 講義 3 16

 3月 9日(木) 13：30～15：30 自然観察会 実習 9 16

１３回 25時間15分 216 317

企画運営
上の工夫

成  果
参加者の
声など

課題と展望

森　由香

森　由香

五十嵐 和子

春日部中央総合病院
臨床検査科 岡田 孝美

松崎　純子

黒川　悦子

株式会社J:COM

山本　夏聖

早乙女 弘枝　品川 尚子
栗岡 一矛 萩原 幸子
福原 真吾

齋藤　大

柳谷　智宣

1

7

5

7

5

0

0

45

6

合計

4

1

講師・助言者の職名
氏　　　名

受付方法 中央公民館へ直接もしくは電話で。

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者
男

合計

実施まで
の 経 過

ＰＲ方法 公民館だより各号協力スタッフとともに実施内容を検討
し、通常、毎月の開催時に来月開催分
の申込受付を開始する

毎月木曜日（第２木曜日）を中心に、一つのテーマをもとに、コーヒー・紅茶等を飲みな
がら、気軽な雰囲気の中で、講師による講義及び参加者相互の意見交換等を通して、
暮らしに役立つ知識・技術を身につける機会として実施する。ご近所の居場所づくり
事業と位置付け、モデル的な取り組みを行う。（※当面の間、飲み物の提供は行わない）

協力：各講師の所属する団体 特　色
位置づけ

年間を通した事業
各種団体との連携

中央公民館 ２階 大会議室 ほか
教　材
資料等

教材は、講師・スタッフで準備

教養講座「かすかべカフェ」 対 象 一般

粕壁地区　２

内容設定に際しては比較的自由度のある事業だけに、地区の生涯
学習市民推進員をはじめ、今後も、様々な人材に運営に関わって
もらい、運営面、内容面ともに厚みのある事業を展開したい。

春日部市郷土資料館長

實松　幸男
埼玉県生態系保護協
会 春日部支部

101

全１３回実施することができ、様々な分野の学習機会を地域に提供することができ
た。地区住民を主たる対象として開催しているが、受講後のサークル加入を望む声も
あったりと、公民館の役割である「つどう・まなぶ・むすぶ」の理念に基づいて事業
展開することができた。

13

7

「公民館に行けば毎月、何か興味深い講座をやっている」という
意識を定着させ、粕壁地区住民を主な対象として地域の居場所づ
くり的な要素も盛り込んで実施していく。また、時節に合った関
心の高いテーマを設定すべく、生涯学習市民推進員や関心のある
市民の方に参画いただき、手づくりの事業を目指す。



事 業 名

テ ー マ

ね ら い

女

回 数 総時間数 合計

6月10日（金）10：00～12：00 26 26

6月17日（金） 10：00～12：00 17 17

倉並　珠貴

6月24日（金） 10：00～11：00 28 28

11：00～12：00 「人権について学ぼう」 講演 社会教育課　鹿野　広太

3回 6時間 71 71

企画運営上
の工夫

成果参加者
の声など

課題と展望

粕壁地区の婦人会との共催事業として、参加者の要求に基づいた学習テーマで実施でき
るよう、共同で企画に取り組んだ。
健康や運動・人権など関心のある課題を取り入れた。

・「睡眠」と「健康」の知恵袋講座枕…寝具の選び方大変参考になりました。
・備えあれば憂い無し！相続問題あれこれ…普段知りえない相続の基本、手続きの流
れ、良くわかりました。
・楽しく体を動かして免疫力をアップしよう…楽しく体操でき、体を動かせて良い体験
でした。
・「人権について学ぼう」…講師の方が紹介してくれた詩が私も日々同じような考えで
生活しています。

体を動かす講座は関心が高いので、今後も体操やストレッチの講座
を企画していきたい。また、一般の方にも参加していただけるよう
公民館だよりの掲載とチラシ配布を継続し、周知につとめる。

楽しく体を動かして免
疫力をアップしよう

講習
埼玉県レクリエーション協会
指導専門委員　山森　澄子

備えあれば憂い無し！相
続問題あれこれ

講演
金融広報アドバイザー

合計
「睡眠」と「健康」の
知恵袋講座 講演

明治安田生命保険相互会社
榊原　徳久

講師・助言者の職名

男
合計 氏 名

実施まで
の 経 過

4月16日（土）　婦人会と打ち合わせ
4月中旬　講師折衝
4月下旬　講師依頼
5月上旬　チラシ配布
5月上旬　受付開始
6月1日（水）公民館だより6月号掲載

ＰＲ方法
公民館だより6月号掲載
チラシ配布

受付方法 電話または直接申し込み

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者

4.10.11
資 料 等

婦人会と共催することにより、女性の関心が大きいテーマを取り上げ、暮らしに役立つ
知識の習得を目指す。人権学習を含めて、人権意識の向上をはかる。

協力機関
及び団体

共催：粕壁婦人会
特　　色

人権教育研修会を含む
位置づけ

会 場 中央公民館　大会議室
教　　材

講師作成資料
SDGsの
目標No

粕壁地区　　３

婦人講座 対 象 一般、粕壁婦人会会員 定 員 30名



事 業 名

テ ー マ

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

4・11

女

回 数 総時間数 合計

7月初旬 13：30～15：30 協議

０回 ０時間 0 0

企画運営
上の工夫

成　　果
参加者の
声など

課題と展望

新型コロナウイルスの感染拡大防止により事業自体が中止となってしまった。

・今後もＰＴＡの方が参加しやすい7月初旬に実施したい。
・今後も春日部地区更生保護女性会粕壁地区の方たちと協力し、充実した内容
のものを企画していきたい。
・公民館職員も研修に参加できるようになると、より充実した学習機会になり
得る。

0

男
合計 氏 名

合計

粕壁地区の更生保護女性会との共催事業として、学習者の要求に基づいたテー
マで実施できるよう、共同で企画に取り組んだ。地域の犯罪・非行の防止活動
を推進し、明るい社会をつくる目的に沿う内容のビデオをより多くの方に見て
いただくこととする。そのため、地区内のＰＴＡ、地区民協、春日部地区保護
司会にも案内を配布する。

参加者

対 象 一般

実施まで
の 経 過

ＰＲ方法
地区内各種団体（PTA等）へ開催
案内配布

受付方法 当日受付

「社会を明るくする運動」研修会

中央公民館　大会議室

4月16日（土）　　団体と打ち合わせ
6月22日（水） 　 中止のお知らせ配布

講師・助言者の職名

粕壁地区　４

会 場
教　　材

ＤＶＤ映像
資 料 等

定員 30名

更生保護女性会の事業を共催で行い、それぞれの立場において力を合わせ、犯
罪のない明るい社会を築くための地区内の安全な生活を推進する。

共催：春日部地区更生保護女性会
　　　粕壁地区

特　色
位置づけ

社会を明るくす
る運動の強調月
間に実施

月日（曜） 時 間
方法

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

中止とした。



事 業 名
テ ー マ

定員
１町内男女
各４チーム

以内

ね ら い

協力機関
及び団体
(予定)

4・11

会 場

女

回 数 総時間数 合計

7月23日(土) 9：00～12：30 競技 0

予備日

7月2４日(日)

０回 ０時間 0 0

企　　画
運営上の
工　　夫

成　　果
参加者の
声など

課題と展望

土・日曜日開催
SDGsの
目標No

月日（曜）

実施まで
の 経 過

受付方法

(予定)

中央公民館（粕壁地区担当）で受付け
る。
申込書と参加費を預かり、預り証を渡
す。

時 間
内 容 方法

参加者

第４５回
粕壁地区ちびっこソフトボール大会

対 象
原則として粕壁地
区内の小学生

ソフトボール大会の実施を通じて、青少年の健康の増進と体力の向上及び交流を深め
る。

共催：粕壁南公民館
主管：JMソフトボールクラブ
後援：粕壁地区自治会連合会

特　色

大沼運動公園野球場
教　材
資料等

代表者会議資料

合計 氏 名
合計

5月13日（金）
主管団体と協議し、新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため、中止する
ことを決定。

ＰＲ方法

(予定)

公民館だより６月号
前年度参加チームあて案内
各地区長を通じて関係者へ案内

参加チームの減少が課題となる中で、どのように大会を開催していくか検討を要する。
少年野球チームなどに所属している子どもと、そうでない子どもとでは、技術に差が生
じ、競技が成り立たないなどの懸念もあるため、チーム編成についても工夫を要する。

粕壁地区　　５

0

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

講師・助言者の職名

男

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

中止とした。



事 業 名
テ ー マ

①３０名
②２０名

ね ら い

協力機関
及び団体

4・11

会 場

女

回 数 合計
8月２５日(金) 13：30～15：30 生け花と音楽のコンサート

鑑賞
講義
実習

13 15

１月２３日（日） 10：00～12：30
紙垂（しで）づくり
しめ縄づくり

実習 15 29

２回 ４時間 28 44

企画運営上
の　 工 　夫

参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

月日（曜） 時 間
方法

①材料（花など）は、講師が準備
（７００円/人）
②材料（稲わらなど）は、講師が準備
（無料）

①公民館だより８月号
②公民館だより１２月号掲載

①７月15日（金）より直接、または電話で申
し込み
②12月2日（金）より直接、または電話で申
し込み

①中央公民館　大会議室
②中央公民館　ギャラリー

教　　材
資料等

実施まで
の 経 過

ＰＲ方法

受付方法

①生涯学習市民推進員（粕壁地区）
②春日部市郷土資料館

特　色
位置づけ

地域の人材、機
関に講師を依頼

粕壁地区　６

定員

SDGsの
目標No

夏休み、冬休みの期間中に体験学習を通して、伝統文化・芸術・環境・科学等への関
心を深める機会を提供する。（中央公民館等利用サークルに講師を依頼できる場合
は、サークル活動を通じて学んだことを地域に還元する機会とする。）

子ども体験教室
①「生け花と音楽のコンサート」
②「しめ縄づくり」

   対象 小学生～中学生

近隣小学校の児童にチラシを配布し、周知を図る。（対象は小学生～中学生としたが、
小学生に焦点を当て周知に努める）
①単なる演奏会ではなく、生け花のデモンストレーションを交えるとともに、参加者も生
け花の体験ができる参加型の体験学習会とする。
②日本の年中行事のひとつである、しめ縄づくりを通じて、日本文化に触れる機会を創
出する。

①音楽と生け花のコラボが素晴らしい！お花を生けたりすることも楽しかったし生けた
お花の名前も覚えられて良かった。②日本独自の文化が学べてよかった。３つに分け
た藁を合わせる所が楽しかった。紙垂の作り方が学べてよかった。
これらの事業は、普段、家庭や学校等では実施出来ないことを体験するための機会で
あることから、参加した子どもたちにとって良好な機会になったと思われる。
①令和３年度も実施し好評を得たため再度、内容をアレンジして実施。「音楽」と「生け花」
という、一見交わることのないテーマが見事に融合。講師間のネットワークにより成し得た企
画といえる。今後も、内容や時期、実施形態等を適宜見直しながら実施したい。この事業を
参考に、異なる分野の内容をコラボレーションさせ、新たな事業として展開できる余地がな
いかを検討していきたい。なお、今回は他地区（庄和地区）で主に活動する方々に講師を
依頼することとなったため、粕壁地区で活動する方から講師を選出し、依頼できるような関
係性を構築していけるよう引き続き努力したい。
②今回は子ども向けに企画したが、成人一般の方からも、年齢要件が合えば参加したかっ
たとの声が多数あった。人気のある内容であるだけに、郷土資料館とも連携を密にしなが
ら、実施機会の増設を検討していく。

①5月 講師打ち合わせ
　5月 実施内容の決定
　6月 粕壁小、八木崎にチラシ配布
　7月15日（金）申込受付開始

②7月 講師折衝
　12月2日（金）申込受付開始

郷土資料館
實松 幸男
山田 彰

16

男
合計

総時間数 合計

講師・助言者の職名
氏　　　名

参加者

栗岡 一矛
（ヴィオリラ）

萩原 幸子
（ピアノ・生け花）

前島 蒼珠
[小原家]（生け花）

2

14



事 業 名
テ ー マ

定員 種目ごと

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

3.4.11

会 場

女

回 数 総時間数 計

中止 競技

０回 ０時間 0 0

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

新型コロナウイルス感染症拡大防止策を徹底した中での実施について検討していく。

0

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者
講師・助言者の職名

氏　　　名
男

合計
計

春日部中学校　校庭
教　　材
資 料 等

プログラム・競技台本・賞品

実施まで
の 経 過

ＰＲ方法
(予定)

公民館だより掲載（8月号）
プログラムの地区内全戸配布（9月）

受付方
法
(予定)

地区対抗種目・団体対抗種目につ
いては、事前に各地区・団体で取り
まとめる。自由参加種目について
は、当日の受付。

市民体育祭実行委員会
開催
事前打合せ
関係者打合せ
代表者会議
責任者会議（延期）
中止決定

5月29日（日）

6月3日（金）
6月5日（日）
6月26日（日）
7月29日（金）
8月2日（火）

（共催）粕壁地区自治会連合会
　　　　 粕壁南公民館
（主管）粕壁地区体育祭実行委員会

特　　色
位置づけ

粕壁地区　７

第６６回　粕壁地区体育祭 対 象 地区住民

だれでも参加できる地区をあげてのスポーツ・レクリエーションの祭典で、地区住民の健
康と体力の向上、並びに交流・親睦をはかる場とする。



事 業 名
テ ー マ

定員 なし

ね ら い

協力機関
及び団体
(予定)

4・11

会 場

女

回 数 総時間数 合計

11月6日(日) 8:00～14:00 トーナメント 競技 175
（7回70分制） 2会場で計5試合

11月13日（日） 8:00～14:00 上位４チームによる 競技 95
トーナメント

（7回70分制） 1会場で計3試合

予備日

11月20日（日）

11月27日（日）

2回 12時間 0 270

企　　画
運営上の
工　　夫

成　　果
参加者の
声など

課題と展望
秋晴れの下、コロナ禍の閉塞感を払拭するかのように活気あふれる大会となり、好プレーが随
所に見られた。壮年ソフトボール大会参加者の存在は、地域の原動力のひとつであることから、
次年度以降も工夫し、主管団体と連携して歴史を紡いでいきたい。

第3位：内谷クラブ

第3位：東町ソフト
　　　　ボールクラブ

270

新型コロナウイルス感染拡大防止対策として、式典を簡素化したほか、開会式への参加人数を
１チームあたり３名までとした。会場には検温器や消毒液を設置し、プレー中以外でのマスク着
用の協力や大声での声援の自粛をお願いした。また、主管団体との事前打合せを密に行いな
がら事前準備に努めた。大会ルールについても、コールドの運用その他を最適化すべく、一部
見直しを行った。

新型コロナウイルス感染拡大により過去２年間開催できなかったが、主管団体との協議のもと、
対策に万全を期して開催することとした。運営経験のある職員が皆無でありながら、主管団体と
の連携を図り、円滑に運営することができた。会場（グラウンド面）用具については、主管団体が
所有する用具を借用できたことで、準備の負担軽減に繋がった。

175

95 優勝：粕壁ライナーズ

準優勝：大池南スターズ

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者 講師・助言者の職名

男
合計 氏 名

合計

大沼運動公園野球場、大沼中学校校
庭（1面）

教　材
資料等

代表者会議資料、プログラム

実施まで
の 経 過

9月14日（水）　主管団体と打合せ
9月28日（水）　大沼中学校へ
　　　　　　　　　 校庭借用の依頼
10月1日（土）　公民館だより10月号発行
　　　　　　　　　 参加チームに
　　　　　　　　　 申込案内発送
10月18日（火）申込締切
10月19日（水）事前打合せ
10月22日（土）代表者会議 会長印借用

ＰＲ方法
公民館だより10月号
前年度参加チームあて案内

受付方法

中央公民館で、ＦＡＸまたは直接の申
込みを受け付ける。
代表者会議までに参加費を預かり、預
り証を渡す。

共催：粕壁南公民館
主管：JMソフトボールクラブ

特　色
日曜日開催
壮年（満45歳以上

男女）対象

SDGsの
目標No

粕壁地区　　８

第４７回
粕壁地区壮年ソフトボール大会

対 象 45歳以上

壮年の健康増進と親睦を深めることをめざす。



事 業 名
テ ー マ

定員 １５名

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

4・11

会 場

女

回 数 総時間数 計

4月16日（土） 10:30～12:00 開講式  囲碁の基礎 2 8

5月21日（土） 10:30～12:00 2 8

6月18日（土） 10:30～12:00 0 6

7月16日（土） 10:30～12:00 0 7

8月20日（土） 10:30～12:00 1 2

9月17日（土） 10:30～12:00 1 6

10月15日（土） 10:30～12:00 0 2

11月19日（土） 10:30～12:00 0 5

12月17日（土） 10:30～12:00 2 8

1月21日（土） 10:30～12:00 1 7

2月18日（土） 10:30～12:00 2 6

3月18日（土） 10:30～12:00 1 7

12回 18時間 12 72

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

春日部ジュニア囲碁普及会
特　　色
位置づけ

実施まで
の 経 過

１２月中旬　講師打診、開場確保
 ２月　１日（火）公民館だより２月号発行
 ２月１８日（金）子育て情報メール配信
 ２月１９日（土）参加申込み受付開始
 ３月１９日（土）講師依頼通知
 ４月１６日（土）第１回実施

ＰＲ方法

受付方法

粕壁地区　９

ジュニア囲碁スクール 対 象 小学生

囲碁を通じて子どもの人格形成を図り、年代を超えたコミュニケーションを深めることを
目的とする。

講師・助言者の職名
氏　　　名

男
合計

計

粕壁南公民館（会議室）
教　　材
資 料 等

ジュニア囲碁スクールテキスト

公民館だより２月、４月号へ掲載
HＰ、子育て情報メールの配信

申込書に必要事項を記入し、直接
公民館窓口へ申込む

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者

6 春日部ジュニア囲碁普及会　５人

6 春日部ジュニア囲碁普及会  ７人

6 春日部ジュニア囲碁普及会　6人

7 春日部ジュニア囲碁普及会　6人

1 春日部ジュニア囲碁普及会　5人

5 春日部ジュニア囲碁普及会　6人

春日部ジュニア囲碁普及会　3人

指導員延べ人数　62人

次年度は、指導者間の引継ぎをしっかりとするために、参加児童個々の指導記録をつ
けることにする。また、交流囲碁大会の開催を検討する。

下記、企画運営
上の工夫  参照

囲碁を通じて子どもの人格形成と年代を超えたコミュニケーションをより深める。
市内でジュニア囲碁教室を開催している春日部ジュニア囲碁普及会へ協力依頼し、事
業内容の充実に努めた。新型コロナウイルス感染対策を施す。公民館だより、SNSなど
で市民に周知し参加者を募った。

年間を通し、毎月1回の開催であるが囲碁を通して各自が成長し、対戦を通して囲碁の
楽しさを感じてもらうことができた。市内ジュニア囲碁普及会の大会で入賞する児童もい
た。

実技

60

6 春日部ジュニア囲碁普及会　5人

4 春日部ジュニア囲碁普及会　6人

6 春日部ジュニア囲碁普及会　3人

2 春日部ジュニア囲碁普及会　5人

5 春日部ジュニア囲碁普及会　5人

6



事 業 名
テ ー マ

定員

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

4・11

会 場

女

回 数 総時間数 計

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

　各サークル活動の体験

・体験者が多くなるサークルもあり、部屋の定員も考慮し、予約制にするなどの工夫が
必要である
・各種団体の活動を活性化するための支援として、今後も続けるべきと考える

事業にご協力いただけるサークル
特　　色
位置づけ

サークルとの連携

実施まで
の 経 過

４月　１日（金）公民館だより４月号で告知
　　　　　　　　　周知・サークル申込み開始
５月１５日（日）サークル申込み終了
６月　１日（水）公民館だより６月号に
　　　　　　　　　参加サークル一覧を掲載

ＰＲ方法
公民館だより４月・６月号
ポスター・チラシ

受付方法直接サークル活動の会場へ

講師・助言者の職名
氏　　　名

男
合計

計

粕壁地区　１０

サークル体験月間 対 象 一般

粕壁南公民館のサークル活動の促進と利用の活性化を目指す

粕壁南公民館（春日部コミュニティセン
ター)

教　　材
資 料 等

教材はサークルで準備

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者

・入口付近に「本日のサークル体験」の団体名と時間、場所の看板を設置した
・カウンターにサークル体験実施中の張り紙をして、利用者に事業のＰＲをした

・体験者の中には公民館に初めて来館する方もいて、公民館活動を知ってもらうよい機
会となった
・参加団体１3団体で２８人の体験者がいた。そのうち1７人が入会するなど一定の成果
があった
・「コロナ禍で外出する機会が減り、会員数も減っているのでこのような機会を利用し
て、会員が増えることをのぞみます」などの声があった

サークル名 活動内容 のべ体験者数
うち入会（入

会予定）人数

フルートアンサンブル

ラ・フェニーチェ
フルート 6/11 6/25 7/9 0 0

コール・ライム 女声コーラス 6/24 7/1 7/8 4 0

コーラス麦笛・ヴォイス コーラス 6/7 6/14 0 0
ふれあい大学校友会

民謡クラブ 全国の民謡 6/8 6/29 1 1

コーロ・イリス コーラス 6/9 1 0

筆ペン喜楽会 サインペン・ボールペン・筆ペン 6/15 7/6 2 2
ふれあい大学校友会

社交ダンスクラブ 社交ダンス 6/11 6/18 0 0

太極拳教室柳拳会 太極拳・ストレッチ 6/10 6/17 6/24 7/1 7/8 0 0

春日部邦楽同好会 箏・三絃・上方唄 6/8 6/22 7/6 0 0

ヨーガひまわり 初級ヨガ 6/18 6/25 7/9 8 2

粕壁太極拳の会 ストレッチ・２４式太極拳 6/24 7/8 2 2

下地区・粕民連 民踊 6/18 1 1

内谷いきいきクラブ そらまめ体操・えんJOY体操 6/9 6/16 6/23 6/30 7/7 9 9

活動公開日

サークル体験報告書（６/７～７/１０　粕壁南分）



事 業 名
テ ー マ

定員 定めず

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

4・11

会 場

女

回 数 総時間数 計

開会式 あいさつ

ヨーヨーパフォ-マンス 披露

10：00～13：30 健康チェック 10

一般来場者 117

10：00～15：00 健康チェック 5

一般来場者 92

2回 11時間 421

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

10月30日(日)

10：30～16：00 ステージ発表 7団体
展示 2団体
体験 1団体

月日（曜）
男

10月29日(土)

10：00～10：25

時 間
内 容

10

合計
計

94発表 94

方法

参加者

実施まで
の 経 過

4月下旬　募集要項・参加申込書作成
5月中旬　利用団体あて参加申込書配布
6月1日(水)～30日(木)　参加申込書受付
8月6日(土)　第1回実行委員会
8月12日(金)　公民館企画イベント出演依頼
8月27日(土)　第2回実行委員会
9月上旬　ポスター作成
9月29日(木)　公民館だより10月号発行
10月1日(土)　第3回実行員会
１0月上旬　プログラム作成
10月28日(金)　前日準備（実行委員等20人）

ＰＲ方法 公民館だより1０月号掲載

受付方法

参加団体は6月15(水)から30日(木)までに
参加申込書を提出
当日の一般来場は自由
　（受付で来場者カードの記入あり）

粕壁地区　１１

粕南フェス2022 対 象
公民館利用者及
び一般

粕壁南公民館（春日部コミュニティセンター）を利用する各団体の学習成果発表の場を
提供し、生涯学習活動のより一層の充実を図ることを目的とし、併せて、利用者団体間
の交流と一般市民への文化活動の普及を図る。

粕壁南公民館（春日部コミュニティセン
ター）

教　　材
資 料 等

プログラム等

粕南フェス2022実行委員会
コミセン茶屋企画運営委員
粕壁地区生涯学習市民推進員
第1・第5地域包括支援センター
明治安田生命（春日部駅南営業部）

特　　色
位置づけ

新規事業・重点
事業

地域包括支援センター

参加団体

松浦 豪　氏

講師・助言者の職名
氏　　　名

館長・実行委員長

・実行委員会形式の運営方法をとり、参加団体の自らの手で作り上げる事業とした
　（実行委員会により運営内容を決定し、総合司会、受付係、案内係、駐車場係などの仕事も
分担して実施した）
・地域包括支援センターや明治安田生命の協力により、健康チェックコーナーを設けた。また、
公民館特別企画として、ヨーヨー世界チャンピオンを呼んでのパフォーマンスを披露した
・会場に消毒液を配置し、受付での来場者カード記入など、徹底した新型コロナウイルス感染
対策を行った

明治安田生命

103 参加団体

92

421

5

117
10：30～15：00 ステージ発表 6団体

展示 2団体
体験 1団体

発表 103

参加団体から選出された実行委員による企画・運営は、実行委員一人ひとりが自分た
ちの開催するイベントとして認識し、皆が自ら積極的に行動することで、会場準備、当日
の進行の流れ、終了後の会場片付けなどがすべてスムーズに実行できた。

施設の老朽化からステージ発表に耐えられる環境づくりが難しかった。（照明、音響、
座席など）。次回は、新たなスタイルの公民館フェスも視野に入れた工夫をしていきた
い。



事業名
テーマ

定員 8～20組

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

4・11

会 場

女

回 数 総時間数 計

　５月２８日（土） 10：30～12：00 ①あそび畑 実技 14 18

　６月１１日（土） 10：30～11：30 ②-1キッズダンス 実技 26 41

　９月２４日（土） 10：30～11：30 ②-2キッズダンス 実技 23 34

１０月１５日（土） 10：30～11：30 ②-3キッズダンス 実技 16 22

　７月１４日（木） 10：30～11：30 ③ベビーマッサージ 実技 8 14

　８月２４日（水） 10：30～11：15 ④親子で絵本の世界へ 実技 6 7

　９月１０日（土） 10：30～11：30 ⑤親子でリトミック＆コンサート 実技 28 40

１０月２０日（木） 10：30～11：30 ⑥KIDビクス 実技 14 19

１１月１２日（土） 10：30～12：00 ⑦親子クッキング 実技 11 17

１２月　３日（土） 10：30～11：30 ⑧えいごを楽しもう 実技 22 34

　１月２０日（金） 10：30～11：30 ⑨赤ちゃんだっこフラ 実技 5 10

１１回 １１時間４５分 173 256

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

・家族みんなで参加できるように土曜日の開催を多く設定した
・一緒に体を動かす、制作するなど親子で楽しめる企画とした
・参加者同士がつながるように複数回参加型の事業を実施した

参加者からは、「なかなか子どもとゆっくり触れ合う時間がなかったが、これをきっかけに自宅でも実践し
たい」「初めて会うお子さんとも仲良くなれた」「親子で共に楽しめて、ストレス発散になった」などの声をい
ただき、好評であった。明るく和やかな雰囲気の中、親子の触れ合いを楽しんでいただけた。

今後も親子、子ども同士、保護者同士の交流の場として、有意義で貴重な時間を過ご
せるように、参加者が楽しめる事業を考えたい。

12 五十嵐 伸子

5 由利　明美

83

12 早乙女 弘枝 ほか３名

5 加藤　啓子

6 食改粕壁地区3名

6 須賀 里美

6 轟木 智子

1 関野 正子ほか1名

4 新井 恵美ほか2名

15 須賀 里美

11 須賀 里美

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者
講師・助言者の職名
氏　　　名

男
合計

計

粕壁南公民館・春日部コミュニティセンター
コミュニティホール、調理室、和室

教　　材
資 料 等

教材は、講師・スタッフが準備

実施まで
の 経 過

６ヶ月前　事業内容決定、講師選定、
　　　　　　承諾、会場確保
３ヶ月前　講師依頼文発送
月 初め　公民館だより発行、子育て情報
　　　　　　メール等配信
１ヶ月前　参加申込み受付開始

ＰＲ方法

公民館だより４、６、８、１０、１２月号
掲載
子育て情報メール配信
公民館にポスター掲示

受付方法
公民館窓口に直接又は、電話で申
込む

①春日部おやこ劇場
②健康運動指導士
③ＲＴＡ指定スクール　えがおのはな
④春日部おはなしの会
⑤声楽家　ほか
⑥日本こどもフィットネス協会
⑦春日部市食生活改善推進員協議会 粕壁地区
⑧ラボパーティ
⑨日本赤ちゃんキャリーフラ協会

特　　色
位置づけ

下記、企画運営
上の工夫　参照

粕壁地区　１２
幼児家庭教育学級
①あそび畑　②キッズダンス
③ベビーマッサージ　④親子で絵本の
世界へ　⑤親子でリトミック＆コンサート
⑥ＫＩＤビクス　⑦親子クッキング
⑧えいごを楽しもう！　⑨赤ちゃんだっ
こフラ

対象
未就学児と
その保護者

人間形成において最も重要な時期である幼児期の発育について、保護者が正しく理解し適切
な育児を行っていくための学習機会とする。もって幼児期における家庭教育の充実を図る。



事 業 名
テ ー マ

定員
①２０人
②３０人

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

4・11

会 場

女

回 数 総時間数 計

中止 0

０回 ０時間 0 0

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

①緑小学校・同PTA
②上沖小学校・同ＰＴA

特　　色
位置づけ

粕壁地区　１３

小学生期家庭教育学級
①（緑　 小）
②（上沖小）

対 象
①②
小学3年生の保護者

家庭教育の重要性を理解し健全な家庭づくりを目指す。
多くの人たちとの交流の中で、自己をより高め社会的向上に努める。

下記、企画運営
上の工夫　参照

実施まで
の 経 過

新型コロナウイルスの影響を受け、各学
校において、ＰＴＡ事業や学校行事の
中止が続く中、令和3年度に引き続き、
令和4年度も開催できないとの連絡によ
り事業を中止とした。

ＰＲ方法
学校側が、児童の保護者に対し、
開催案内を配付する

受付方法学校側で参加希望者を取りまとめる

講師・助言者の職名
氏　　　名

男
合計

計

各小学校で用意
教　　材
資 料 等

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者

新型コロナウイルス感染防止対策を取りながらの開催を検討したが、コロナ禍における
準備の難しさから中止とした。

参加者の安心安全を最優先に考え、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、令
和3年度に引き続き中止とした。

コロナ禍において、新型コロナウイルス感染対策が十分に図られた事業の開催方法を
学校側と話し合いながら準備を進める。

0



事 業 名
テ ー マ

定員 70名

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

4・11

会 場

女

回 数 総時間数 計

１2月10日(土） 13：30～15：30 　音楽鑑賞会 鑑賞 37 53

開場13：00 合唱

13：30～13：35 　開会の言葉

13：35～15：25   音楽会　（歌と演奏のショー）

15：25～15：30 　閉会あいさつ

1回 2時間 37 53

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

早乙女弘枝氏と音楽仲間の皆さん
特　　色
位置づけ

粕壁地区　１４

音楽鑑賞会 対 象 一般

良質、高尚な音楽を鑑賞するだけではなく、参加者も心と身体で音楽を楽しめる「音楽
会」にする。さらに、12月の季節にふさわしいクリスマスバージョンで会場を盛り上げ、コ
ロナ禍のストレスを吹き飛ばす楽しいイベントを目指す。

下記、企画運営
上の工夫を参照

実施まで
の 経 過

7月2日(土)　　事業内容の決定、会場確保
9月中旬　　　　協力団体と打合せ
10月１日(土)　 公民館だより１０月号広報記
事
10月下旬　　　チラシ・ポスター掲出
10月14日(金)　　参加者申込受付開始
12月　9日(金)　　会場リハーサル
12月10日(土)    事業実施

ＰＲ方法
公民館だより１０月号掲載
チラシの配布

受付方法
１0月14日（金）から
粕壁南公民館にて受付（電話）

講師・助言者の職名
氏　　　名

男
合計

計

春日部コミュニティセンター
　（コミュニティホール）

教　　材
資 料 等

なし

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者

16

ピアノ：永村典子

歌：早乙女弘枝

歌：土屋さおり

フルート：長島ともみ

パーカッション：永村梓

16

・音楽の鑑賞のみならず、参加者自ら参加する（歌う）楽しい演出とした（会場の暗転な
ど）
・クリスマスシーズンに合わせての演出と選曲をお願いした
・公民館ガイドラインに沿った新型コロナウイルス感染対策を施した

アンケートでは、「コロナ禍の生活の中で、素敵な音楽、心地よい時間を過ごすことがで
きた」との感想を多数いただいた。また、「出演者の演奏する曲目がバラエティーで、楽
しくて、懐かしくて良かった」など、大満足・満足という感想が87％であった。

新型コロナウイルス感染対策として定員70人の事前参加申込制にしたが、当日欠席者
が15人程度いたのが残念だった。次回の開催時はチケット制にして開催を失念しない
配慮をしたり、申込人数を多めにしたりするなどの対策をしたい。



事 業 名
テ ー マ

定員 なし

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

4・11

会 場

女

回 数 総時間数 計

2月4日（土） 10：00～10:30  消防訓練 訓練 30 40

　　　　　　　（避難・消火）

10：30～11：00 代表者会議

公民館の利用方法の確認

(11：00～11：30) (人権DVD視聴)

１回 1時間30分 30 40

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

公民館利用団体
日進消防設備 株式会社

特　　色
位置づけ

粕壁地区　１５

利用団体代表者会議（兼消防訓練） 対 象 各団体の代表者

公民館利用団体及び今後利用を予定している団体を対象に施設の利用方法について
の説明を行う。併せて、集まった利用団体の協力のもと消防訓練を実施する。

下記、企画運営
上の工夫を参照

実施まで
の 経 過

11月下旬　利用団体通知準備
12月１日　公民館だよりで告知
12月中旬～１月上旬 会議開催通知配
布
2月3日　消防署へ水消火器借用
2月4日　事業実施

ＰＲ方法
・公民館だより12月号へ掲載
・各団体代表者あてに会議開催通
知を直接配布

受付方法当日、直接参加

講師・助言者の職名
氏　　　名

男
合計

計

粕壁南公民館
（春日部コミュニティセンター）
1階 コミュニティホール

教　　材
資 料 等

公民館・春日部コミュニティセンター
の利用についての会議資料

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者

10 公民館職員4

清掃作業員1

シルバー職員2

日進消防1

施設利用者40

利用団体代表者会議はコロナ禍により3年ぶりの開催となったが、改めて施設の使用方法の確
認やコロナ禍の手続きの周知をすることができ、有意義な時間となった。合わせて開催した消
防訓練は会議に出席した40人が全員参加していただき、充実した避難・消火訓練ができた。

今年度初めて、消防訓練・利用団体代表者会議・人権教育研修の３点セットでの事業
を計画し、準備を進めた。次年度においても、３点セットでの実施を計画したい。

（１）利用団体が一堂に会する機会を利用して、避難・消火訓練を実施して緊急時の
　　 対応を確認した
（２）利用にあたっての当館固有の注意点等を説明し、適切な利用を促す資料を作成
　　する
（３）消防訓練に参加した人に非常食のクラッカーを試食用として配布した

10



事 業 名
テ ー マ

定員 １２０名

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

4・10・11

会 場

保護者

回 数 総時間数 計

中止 0

０回 ０時間 0 0

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

粕壁地区　16

緑中学校・同校ＰＴＡ
特　　色
位置づけ

中学生期家庭教育学級 対 象
中学1年生とその
保護者

親と子のより良い人間関係を深めるとともに、多くの人々との交流の中で自己を高め、
社会的向上に努める。

下記、企画運営
上の工夫を参照

実施まで
の 予 定

新型コロナウイルスの影響を受け、各学
校において、ＰＴＡ事業や学校行事の
中止が続く中、令和3年度に引き続き、
令和4年度も開催できないとの連絡によ
り事業を中止とした。

ＰＲ方法
学校側が、緑中学校生徒の保護者
に対し、開催案内を配付する

受付方法学校側で参加希望者を取りまとめる

講師・助言者の職名
氏　　　名

生徒
合計

計

緑中学校体育館
教　　材
資 料 等

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者

0

新型コロナウイルス感染防止対策を取りながらの開催を検討したが、コロナ禍における
準備の難しさから中止とした。

参加者の安心安全を最優先に考え、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、令
和3年度に引き続き中止とした。

コロナ禍において、新型コロナウイルス感染対策が十分に図られた事業の開催方法を
学校側と話し合いながら準備が進める。



事 業 名
テ ー マ

定員

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の目
標No

4・11

会 場

女

回 数 総時間数 計

偶数月（年６回） 公民館主催事業の周知

粕壁地区内　約１６，４００部配布

６回 0 0

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

粕壁地区　１７

　公民館からさまざまなイベント情報等を地域住民に伝達することにより、
　公民館利用を促進し、地域における生涯学習活動を醸成する。

粕壁地区公民館（中央公民館）、
粕壁南公民館の共同発行

特　　色
位置づけ

公民館だより「桐のまち」発行 対 象 粕壁地区住民

教　　材
資 料 等

（奇数月の）
１０日まで　原稿掲載依頼受付
中旬　編集打ち合わせ
下旬　原稿作成、印刷・梱包
広報かすかべ配布予定表により配布

講師・助言者の職名
氏　　　名

計

実施まで
の 経 過

ＰＲ方法

受付方法

月日（曜） 時 間
内 容 方法 男

参加者

合計

0

下記、企画運営
上の工夫を参照

主催事業のアンケートによると、公民館だよりから情報を得たという事が多いことから事
業実施のうえで重要な広報手段となっている。また、サークルからのお知らせ情報を掲
載することで、利用団体の活動を支援できた。

今後も一層、必要な情報を正確に伝えるためにレイアウト等を工夫し、見やすく、わかり
やすい魅力ある紙面づくりに努める。

掲載記事をより見やすいレイアウトや分かりやすい文章に心がけ、イメージが膨らむ写
真やイラストを入れて編集した。3年度に中止になっていた事業も再開したため、記事
の内容を工夫した。



事 業 名
テ ー マ

定員
20名～
30名

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGｓ
の目
標№

4・11

会 場

女

回 数 総時間数 計

６月 ２日（木） 14:00～16:00 「一緒に歌おう」 実習 20 25

７月 ７日（木） 14:00～16:00 「太極拳を楽しもう」 実習 16 21

８月 ４日（木） 14:00～16:00 「ボッチャを楽しもう」 実習 9 12

９月 １日（木） 14:00～16:00 「スマホアプリの楽しみ方」 実習 17 24

１０月６日（木） 14:00～16:00 「宝珠花の歴史と大凧あげ」 講義 6 11

１１月10日（木）14:00～16:00 「笑いヨガ」＆「ＡＥＤ操作講習」 実習 2 20

１２月１日（木） 14:00～16:00 「折り紙で作ろう」 実習 13 14

１月 ５日（木） 14:00～16:00 「脳トレ＆そらまめ体操」 実習 14 16

２月 ２日（木） 14:00～16:00 「健康のお話」 講義 36 41

３月 ２日（木） 14:00～16:00 「体力測定会」 実習 13 18

10回 20時間 146 202

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

協力：各講師の所属する団体
粕壁地区生涯学習市民推進員
コミセン茶屋企画運営委員

特　　色
位置づけ

粕壁地区　１８

　「コミセン茶屋」 対 象 一般

毎回１つのテーマを決め、コーヒー・紅茶等を飲みながら、気軽な雰囲気の中で、講師による講
義及び参加者相互の意見交換等を通して、暮らしに役立つ知識・技術を身につける機会とし
て実施する。また、中高年者の居場所づくり事業としても位置付け、楽しく、活気ある内容を目
指す。（ただし、コロナ禍においては、飲食などは自粛した）

各種団体との連
携

実施まで
の 経 過

 5/26(木)　第１回スタッフ会議
 6/23(木)　第２回スタッフ会議
 7/28(木)　第３回スタッフ会議
 8/25(木)　第４回スタッフ会議
 9/29(木)　第５回スタッフ会議
10/27(木)　第６回スタッフ会議
11/24(木)　第７回スタッフ会議
12/22(木)　第８回スタッフ会議
 1/26(木)　第９回スタッフ会議
 2/22(水)　第10回スタッフ会議
 3/23(木)　第11回スタッフ会議

ＰＲ方法
公民館だよりに掲載
ポスター掲示及びチラシ配布

受付方法公民館へ直接、または電話

講師・助言者の職名
氏　　　名

男
合計

計

春日部コミュニティセンター１階
　コミュニティホール

教　　材
資 料 等

教材は、講師・スタッフで準備

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者

ドコモショップ春日部店

5 郷土資料館

18 泉 栄氏・消防本部

7

早乙女 弘枝 氏

5 久慈 静子 氏

3 スポーツ推進課

5

折り紙きんぎょ

・歌、運動、工作、健康など参加者の関心の高い内容の講座を年間10回開催できた
・参加者のアンケート結果では、各回平均90％の方が満足、ほぼ満足と回答
・毎月、毎回楽しみに参加しているリピート参加者が3割程度いる

5 明治安田生命
(春日部中央総合病院)

5 高齢者支援課

56

・地域の中高年者が楽しく、活気ある時間を過ごせる「コミセン茶屋」を月1回定期的に
　開催し、生活に密着した講座として定着させる工夫をした
・人気のあるテーマについては、継続的に実施をした
・粕壁地区生涯学習市民推進員や有志スタッフによる企画内容を反映させた

2 介護保険課・第１地域包括支援センター

1

・粕壁地区生涯学習市民推進員と有志ボランティアによる企画と運営を目指す



事 業 名
テ ー マ

定員 ２０組

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGｓ
の目
標No

4・11

会 場

女

回 数 総時間数 計

８月５日（金） 10：00～12：00 実技 5 7 スポーツ推進課職員

１回 2時間 5 7

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

協力：スポーツ推進課
特　　色
位置づけ

下記、企画運営
上の工夫　参照

粕壁地区　１９

夏休み子ども体験教室「ラダーゲッ
ター」

対 象 小学生と保護者

小学生からおとなまで楽しめるスポーツを通じて、親子間の絆を深め健康を増進させる
とともに地域住民の交流と公民館活動への理解を深める。

実施まで
の 経 過

４月８日(金)　 講師折衝・打合せ
６月１日(水)　 公民館だより配布
６月４日(土)　 申込み開始
７月上旬    子育て情報メール等配信
８月５日(金)   事業実施

ＰＲ方法
公民館だより６月号掲載
粕壁南公民館にポスター掲示
子育て情報メール配信

受付方法
６月４日（土）から電話または窓口で
申込む

講師・助言者の職名
氏　　　名

男
合計

計

粕壁南公民館（春日部コミュニティセン
ター）１階　コミュニティホール

教　　材
資 料 等

粕壁南公民館（春日部コミュニティ
センター）１階　コミュニティホール

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者

2手軽にできるラダーゲッター
を楽しむ

子どもたちの夏休みの体験教室として企画したが応募が少なかったことを反省した。次
回は、運動系よりも工作系の企画を立ててみたい。

2

・新型コロナ感染症対策をしっかりとした。休憩時間にも子どもたちの手指消毒を実施した
・グループ対抗で楽しんでもらい、家族の交流、コミュニケーションを図れた
・コロナ禍であり参加者も少なかったが、職員も加わるなどして調整した

・感染が広がりつつある中で応募が少なかったが工夫をして、当初の目的が達成できた。
・参加した子どもたちから「楽しかった」、「投げるこつをつかんで、うまくできた」など満足気味
だった。



事 業 名
テ ー マ

定員 なし

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGｓ
の目
標No

4・11

会 場

女

回 数 総時間数 計

２月４日（土） 11：00～11:30 会議 30 40

1回 30分 30 40

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

公民館利用団体
社会教育課

特　　色
位置づけ

人権教育

粕壁地区　２０

人権教育研修会 対 象 公民館利用者

人権問題について学習し、正しい理解と認識を深めることをねらいとする。

実施まで
の 経 過

※利用団体代表者会議を活用する。

１２月中旬～１月上旬 会議開催通知配
布
２月３日(金)　視聴覚センターへDVDと
映写機材を借用
２月４日（土）　事業実施

ＰＲ方法
・各団体代表者あてに会議開催通
知を直接配布

受付方法当日、直接参加

講師・助言者の職名
氏　　　名

男
合計

計

粕壁南公民館
（春日部コミュニティセンター）
1階 コミュニティホール

教　　材
資 料 等

人権啓発DVD「家庭からふりかえる
人権　話せてよかった」

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者

10利用団体代表者会議に
出席した方を対象に人権
啓発ＤＶＤを視聴しても
らった

視聴覚センター
 (DVD、プロジェク
ター借用)

今年度初めて、消防訓練・利用団体代表者会議・人権教育研修の３点セットでの事業
を実施し、集中した時間の中で人権ＤＶＤを視聴することができた。次年度においても、
消防訓練・利用団体代表者会議・人権教育研修の３点セットでの事業を計画したい。

「分かりやすい内容で話すことの大切さを感じた」、「自分の理解不足を感じた」などの
感想があり、人権を考える良い機会にすることができた。

10

（１）利用団体が一堂に会する機会を利用して、人権教育研修会を開催した
（２）分かりやすい人権啓発DVDを上映し、一人でも多くの人に人権への意識を高める
機会となるようにする
（３）参加者へ人権啓発品を配布する。（社会教育課から）


